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エ 浜通りにおける高品質銘柄米生産技術に関する試験（平成１８年） ５２
(ア) 浜通り産米白粒発生機構の解明と軽減技術の確立（平成１８年） ５２
(イ) 浜通りコシヒカリの粒厚向上及び品質安定技術の確立（平成１８年） ５２
(４)浜通りにおける乾田直播栽培に関する試験（平成８年～１８年） ５２
ア 乾田直播における品種の草型特性と適応性試験（平成１３年～１４年） ５２
イ 浜通りに適した乾田直播栽培に関する試験（平成１５年～１６年） ５２
(ア) 種子貯蔵と発芽試験（平成１５年～１６年） ５２
(イ) 温度条件・播種時期・乾熱処理・種子来歴と発芽との関係(平成１２年) ５３
(ウ) 早期播種･入水が生育収量、肥料溶出に及ぼす影響(平成１６年～１８年)５３
(エ) 乾田直播栽培における品種適応性に関する試験（平成１２年～１５年） ５３
(オ) 乾田直播栽培における省力的施肥技術試験（平成１２年～１７年） ５４
(カ) 乾田直播の期待生育相及び栄養診断基準の策定（平成８年～１５年） ５５
(キ) 乾田直播における省力的・効率的な除草技術試験(平成１０年～１７年) ５５
(ク) 乾田直播栽培の適地区分の作成（平成８年～１２年） ５６
(ケ) 大区画圃場における直播栽培技術の組立実証試験（平成８年～１７年） ５６
(５) 畑作に関する試験（平成８年～１８年） ５７
ア 麦類の奨励品種決定調査（平成８年～１８年） ５７
イ 麦類、大豆の作柄解析試験（平成８年～１８年） ５７
ウ 大豆「有望系統」高品質・安定生産技術の確立（平成１８年） ５８
(６)有機農産物生産技術の確立「ふくいしま型有機栽培技術開発事業」 ５８
ア 水稲有機農産物の生産技術の確立（平成１６年～１８年） ５８
(ア) 米糠を使用した雑草の制御技術 ５８
(イ) 油粕を肥料とした育苗床土に関する試験 ５８
(ウ) レンゲ稲作での適正なレンゲすき込み量 ５８
イ 野菜有機農産物生産技術の確立（平成１６年～１８年） ５８
(ア) トマトの有機栽培技術の確立 ５８
ａ 施設トマトの品種比較 ５８
ｂ 株間局所送風法によるトマト病害の抑制 ５９
ｃ ブロア送風方による大玉トマトの着果促進 ５９
(イ) 茎葉菜・根菜類の有機栽培技術の確立 ５９
(７) 浜通りにおける野菜・花き類の安定生産技術の確立（平成１８年～） ５９
ア 浜通りにおける県オリジナル品種の安定生産技術の確立(平成１８年～) ５９
イ 浜通りにおける土地利用型園芸作物生産技術の確立（平成１８年～） ６０
(８) 気象災害に関する試験 ６０
ア 冷害の実態調査（平成１５年） ６０
イ 高潮流入による塩害の実態調査（平成１８年～１９年） ６０
(９)「普及 「参考」の成果となった課題（平成８年～１８年） ６１」
( ) 平成１９年度の試験研究課題 ６３10

Ⅳ 資料
１ 農業練習生 ６５
２ 原種等の生産 ６６
３ 農業総合センター組織体制 ６７
４ 農業総合センター浜地域研究所の組織体制及び職員配置 ６７
５ 職員及び定数の動き ６８
６ 農業総合センター浜地域研究所の施設・圃場等配置 ７０


